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Subrnarine　geology　west 　off　the　Okinawa　Island

　　in　relation 　to　the　Ryukyu　Arc　development

　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
Hlroshi　 UJIIE’

AbStract　A　geological 　 map 　 of　the　Okinawa　Islalld　region 　and 　lts　western 　offshQre 　area 三s　prelimi・

narily 　complled 　depending　upon 　the　analyses 　of　nurnerous 　seismic 　 reflection 　 profiles （80　 east − west

traverses　and 　20　 crossing 　ones ）and 　the　re−evaluation 　 of　land−based　informations．　The　results　can 　be

summarized 　 in　 relation 　to　the　geological　development　 of 　the　 South 　 and 　 southernmost 　Central

Ryukyu　 Arcs　 as 　 follows：

　　　1） Paralic　 sediments 　 represented 　by　the　Lower　Mi    e 　Yaeya皿 a　Group　seem 　to　devdop　through・

out　the　South　Ryukyu　Arc，
　because　the　Group　was 　most 　recently 　found　in　a　petroleum　exploration

well 　drilled　just　 northeast 　 off 　the　Miyako 　Island　as 　its　northernmost 　distribution　limit　 at 　the　present

knowledge．　The 　drilling，　 moreover ，　 shows 　the　Yaeyama 　Group 　 sequence 　quite　similar 　to　the　 equiva ．

lent　 on 　the　 west 　 side 　 of　Taiwan．　While　the　Taiwan　 sequence 　 has　been　 vigorously 　deformed　 accom −

panying　 with 　thrust−faロlts，　 the　Yaeyama 　Group　 of 　the 　South　Ryukyu 　Arc 　gently　 inclines　 southeast −

wards ．　Therefore，　the 　Arc　has　necessar ｛ly　been　shifted　toward　the　Pacif玉c　Ocean　by　a 　dextral　strlke
−

slip　fault　agalnst 　the　Taiwan 　Arc　 in　the　Middle　 Miocene 　 age ，　 during　 wh 圭ch 　 an 　 orogenic 　 movement

seemingly 　started 　in　Taiwan ．

　　　2）　The 　 northem 　 end 　 of 　 the　 South　Ryukyu 　Arc 三s　 sharply 　 bounded 　 also 　by　 a　 dextral　strike −

s且ip　fault（Kerama　Gap），　 Beyond　the　fault，　any 　southwestern 　extension 　 of 　the　 zonal 　structure 　 of　pre−

Neogene 　basement 　in　the　Central　Ryukyu 　Arc 　 can 　 not 　 be　 traced ．　 At　 the　 same 　 time ，　 the 　fault　is

accompanied 　 with 　so　great　vetlcal　throw　as 　 attained 　 to　 l，700m 　 in　cutting 　 through　the　 Middle　 to

Upper　Plelstocene　Ryukyu 　Limestone，　In　the 　Central　 Ryukyti　Arc ，　 therefore ，　 there 　is　 not 　recognized

any 　 nGrthern 　 extension 　of　the　ca，360km　IQ  and 　ca ，70km　 wide 　
tt500m

　 deep　 island　 shelf
”
，　 which

characterizes 　the　South　Ryukyu 　Arc　and 　is　thro  hly　 covered 　 with 　 about 　40　 to　 70m 　 thick　Ryukyu

Limestone ．

　　　3｝　An 　east　to　west 　 running 　sinistral　strike−slip　fault　may 　presumably　be　traced　along 　the　 northem

slop 　 of 　the　Kerama 　Islands　 shelf ，　 within 　the　southernmost 　part　 of　 the　 Central　Ryukyu　Arc．　Amo  

the　basement　complex 　of　the　Okinawa　Island，　the　Nago　Group　 has　been　conslderably 　sheared 　 and

overturned 　 with 　northwestward 　dip　and 　northeast −southwest 　strike　ln　general　along 　the　northern 　two −

thirds　 of　the　Island−axis ，　 whereas 　the　rather 　weakly 　 sheared 　Nago　 Group　 in　 the　Kerama 　 Islands

incl三nes 　southwestwards 　with 　general　dip　less　than　30　 degrees．　 The　 fault　 estimated 　 between　 these

two 　blocks　may 　have　been　accomplished 　before　the　 Late　Miocene　age ，　 i．e．，　 before　the　deposition　of

the　Shimajiri　Group，
　because　 the　fault　 not 　affected 　the　 volcan 三c　 tQ　pyroclastic　facies　 of　 the　Group，

which 　 forms　 the　 basement　 of　the　 Kume 　 Island　located　Qn 　its　eastern 　extens 三〇n．　The　western 　extension

＊
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seems 　to　have　rnade 　 aD 　easterly 　protruded　topography　 for　 the　 northern 　 side 　 basement　 so 　that　 the

Shimaliri　Group　 might 　have　not　been　deposit已d　 at 　the　 north 　 beyond　the　presumed 　 extension 　 sQ 　 far

as 　the　 land　 area 　 of　 the　 Okinawa　 Island　 region 　 is　 concerned ．

　　4） Many 　kolls　 are 　topographically　 recognized 　in　the　 studied 　 region ．　Against　some 　previous 　opin ．

iOnS，　however ，　ReCent　vOlcanic 　frOnt　is　not 　traCeable 　 into　the　 regiOn ，　 since 　 the　 knollS　 are 　 Covered

with 　 probably　 Pleistocene　 sediments 　 excluding 　 some 　 smallest 　 ones 　 near 　the　 Okinawa　 Trough．　 Partic−

u ！arly　it　is　 rユotlced 　that　each 　 west 　side　 of　four　 kn   Ils，　 i．e．　 Izena−tai，　Ryukyu −sone ，　Tori−shirna ，　 and

Aguni−jirna，　is　bounded　by　the　n 〔）rtheast　to　southwest 　running 　fault　line−cliffs 　with 　about 　1，600m 　vertical

throw 　and 　that　the　 east　side　is　remarkably 　tilted　toward 　the　east　in　being　 covered 　by　the　 westerly

thinning 　sediments 　 of 　the　Pleistocene　to　probably　Holocene　 age ．

は 　 じ　め　 に

　筆者は ，日 本地 質 学 会 第88年年 会に お け る 討論会 「琉球

列島の 地 史」 で は，周 辺 海 域 の 地 質構 造 （総 括 ） を担 当 し

た ．そ の 時，既 報 の デ
ー

タ をい ちい ち ま とめ た 上 で，琉球

列島の 地 史 と の 関聯 を探 っ た が ，不 本 意 な結 末 とな っ た．

こ れ は 筆者の 浅学 に もよ るが ，よ り大 きな理 由は，フ ィ リ

ピ ン 海，あ るい は 沖縄舟状海盆 と い っ た オ
ーダー

で の 調査

結 果 や議 論は，猫 の 額 ほ どの 琉球 列島の 地 史に はす ぐ結 び

つ か な い 点 に あ る ．しか し，狭 い な が ら も，地 質学 的情報

量 の 多い 島 じ まで得 られ た知 識 が 周 辺 海域 の 地 質構 造解析

に 十 分 活用 さ れ るな らば ，琉 球列島の 地 史に 関 して 抜 本 的

な新 知 見 が 生 まれ るで あろ う．

　す で に 琉球 弧 お よ び 近 接海 域 の 海 底 地 質に つ い て は，主

と して 音 波 探 査 に よる研 究 が 数 多 く実施 され て きて お り，

特 に 地 質 調 査 所 の 成果 （本座 ，1976；／977）は 包 括 的 な もの

で ある．ま た，最近 で は，木 村政 昭 ら（KIMURA　6孟磁 ，1979 ；

木村ほ か ，1980）は 既 存 の 音波 探 査 記録 の 詳 細 な再検討 を

進 め て い る。しか しな が ら ，
い ずれ も音波探 香 層序 と陸 域

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 そ う よ う

に おけ る層序 と の 対比 が十分 とは 云 えず，隔 靴掻痒 の 感 が

あ る．それ は ボーリン グや 適 切 な ピ ス トン ・コ ア リ ン グに

よ る 海底層序の 確 認 が，ほ とん ど な い 点 も さ りな が ら，エ

ア ・ガ ン 方 式 に よ る音波探 査 は
一般 に 浅 海 域 に 不 向 き で あ

る，つ ま トり陸 域 地 質 と の 接点 とな る 沿 岸 域 の 海 底 地 質 に 関

す る 情報が 皆無 に 近か っ ．た こ と に 帰 因す る．

　とこ ろが
， 沖縄 本 島周辺 か ら西 表 島に い た る 20万 分 の 1

の 海の 基 本 図作成の た め に 実施 さ れ た，無 数 とい
っ て よい

ほ どの 音波 探査原記録 コ ピーが 公 け に さ れ る よ うに な っ た ．

そ れ ら を基 に，早 くも宮
．
占 ・八重 山諸 島周 辺 に つ い て は 浜

本 ら（1979）が ，沖縄本島周辺 に つ い て は 加藤 ら （1982）が 海

底 地 質の 総 括 を 発表 して い る．同記録 の 分 解 能は 浅海 域 と

して は 良好で あ る が，陸 域 の 地 質に 関す る 知 識 が 両 論文 で

は不 十 分 で あ る点 は 否 め な い ．

　本 小 論 で は，沖縄本島西方海域に お ける 上記の 水路部音

波 探査 記録 を再 検討 し，陸 域 地 質 との 関聯 を予 察 してみ る ．

そ れ ら予察結果の 真偽 は 琉球 大学 海洋学科 で 進行 中の 陸 域

微化 石 層序 の 研 究 と，同学 科乗船実 習 等で 進め て い る ドレ

ッ ジ や ピ ス トン ・コ ア il ン グに よ る
t’
material

”
の 分 析に 委

ね られ るべ きで ある．

沖縄本島西 方海域の 地 質概 図

　前 述 の よ うに，海 の 基 本 図 「沖縄北 部 」お よび 「沖縄南部」

作製に 用 い られ た 音 波探査記録 の うち，沖 縄本 島西方 海 域

を約 3km 間 隔 で 東 西 方 向 に 走 る80本 の 測 線 と，こ れ ら と 直交

ない し斜交す る 20本 の 測 線 を再 検 討 した ．測線 の 位 置 と調

査方 法の 詳 細 に つ い て は，加 藤 ほ か （1982）を参 照 さ れ た い ．

　図 1 は ， 精 度 に 問 題 は あ ろ うが ，筆者が 同 記録 を解析 し

た 結果の 要約 で あ る．同図 で は，陸域 地 質 に っ い て も 6 区

分 して 概 略 を示 して あ る．D 、は 島 尻 層群 相 当 の 粟国 ・久

米両 島に 発達す る 第三 紀火 山 岩な い し火砕 岩が 主 体 で あ り ，

D2 は 島尻 層 群，　 D3 は 始 新世 以 降 の 嘉 陽 層，Dnは 名護層群，

D5 は本部層群を主体 とす る本部terrain，　 D 、 は 本 部 半 島西

端 の 今 帰仁 層 群 と、その 北 方 お よび 西方 沖 の 伊
’
平屋 ・伊 是

名 ・伊江 3 島の基盤岩を
一一括 した今 帰仁 terrain で あ る．

　 海 底地 質 の 凡例 で は，D が 上記D ，

− D ，を
一

括代表 して い

るが ，分解能上 の 問題 と解析不十分 の た め ， 基 盤 岩 類 と し

て，ま とめ ざる を得 なか っ た ．た だ し，泥岩 を優勢 とす る

島 尻 層群 が 層 厚 10n1 未 満 の 未 凝 固堆 積 物 を の せ て 分 布 す る

部分は B’と して ，別 に 示 した．また 10m 層厚未 満 の 未 凝

固 堆 積 物 で お お わ れ て い る と考 え られ る琉 球 石 灰 岩 ない し

coquina
＊

の 分 布域 を C と した．　 B は 現 世 堆 積 物 を主体 と

す るが ，琉球石 灰岩 の offshore 堆 積 物 も含み ，場合 に よ

’
筆 者 が 以前 〔19．　8e）に 示 唆した ように ，琉球石 灰岩の 原堆積物が 陸化

　 せ ずに ，つ ま り vadose 条件下 に お か れ る こ と な く、島棚な い し，
　 よ り 浅 い な が ら も 海 底 下 に と ど ま る 時 は ，礁 聞 堆 積 物 は 一種 の

　 coquina とし て 残 存す る，宮 古 沖 基礎試錐 （後述 ）で 実証 され て い る，
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っ て は 島尻 層群 最上 部 を含 む 可 能 性 もあ る．A は地 形 的 く

ぼ み を埋 立 て る形 で 堆 積 し て い る 完 新統で，そ の 層厚 は，

しば しば 400m 以 上 に 達 す る．　 K は こ れ らA ・B 層 の 堆 積

構造に も表現 さ れ てい る D 層の 局所的潜丘 を示 す．数多 く

の 断層が音 波探 査 記録 上 に 認 め られ た が
，
D 層に 達す る と

急速に そ の 追跡 が 困難 と な るの で，落差 は 大部分 に っ い て

不 明 で あ る．横ずれの 著 しい もの も期 待で き る が，そ の 規

模に つ い て も知 る こ と は で きな い ．なお，南北 性 な い し北

西
一

南 東性 の 断 層 が 顕 著 の よ うに 見 られ るが ，音 波 探査 の

測線が 圧倒的に 東西方 向 で あ る こ と に も
一一，・veが あ る点 に 留

意 し た い ．

　図 2 は 本報告 で 用 い た 音波探査記録の うち，代 表 的 な測

線 15例 を示 す，測 線 番号 は加 藤 ら（1982）を踏 襲 した．

慶良間海裂の 地質学的意義と南琉球弧

　さ て，不完全 なが ら 図 1 に 示 した 海底地 質 図 を見 て
， ま

ず気付 くこ と は ， 南 縁 部 の 西北 西
一東 南東性 の 大断 層，慶

良 問海 裂 で あ る．こ れ は 以 南，西 表 島 ま で 延 長 約 360km ，

幅 約 50− 70kmの
tt500

　m 島棚
”
（氏 家 ，

1980 ）の 北 限 を断 ち切

る 断層
＊

で あ る．こ の 島 棚は ，先 に 予 測 した よ うに，音 波

探 査記録 上 で も うす い 堆 積 物 をの せ た，あ るい は 海 底 に 露

出 した琉 球 石 灰 岩 主 部 の 堆 積 面 よ り成っ て い る．同断 層 は

地 形 上 だ け で も南落ち 約1500m の 落差 を もつ が，北 側 の 下

盤 が現 在全 層厚 200m 以 上 の A ・B 層で お お わ れ て い る こ

と を仮定す る と，垂 直 方向の 落差 だ け で も約 1700m に 達す

る．こ れ ま で は本 断層を 9 る ま変動
”

（木崎・高安 ， 1976）

な る ブ ロ ッ ク運動 の 現わ れ と 考え て きた が，図 1 に 示 した

派生 断層の 形 態 と，

tt500
　m 島棚

”
の 基 盤 地 質 に 関す る新 見

解よ り，著 しい 垂 直落差 を伴 う左横 ず れ 断層 で あ る と断定

した い ．

　図 1 南端 の 北第 9 堆近辺 で ボ
ーリン グ され た帝石 大陸棚

開 発，沖縄沖 1 号 井 では ，64m の 琉 球石 灰 岩 と約 2700m の

島 尻 層群 を貫 い て 名護 層群柑 当層に 達 した （相場
・
開谷，

ユ979）．しか し，宮古島東方沖（24
°
46
’
　ZO

’
　N ，125

°
41
’
48
”

E ）で 掘 削 さ れ た石 油 開 発 基礎 試錐 （富 沢 ・佐 藤 ，
1981）で

は ，層厚約40m の 琉球石 灰岩，約2800m の 島尻層群 の 下 に

830m 以 上 の 八 重 山 層群 が 認 め られ た．

　地 表 で 観 察 さ れ る八 重 山層群 は 西表 島や 与 那 国島に良 く

発 達す る．特 に 与那 国島の 八 車山 層群 は ，岩相，多産 す る

生痕 化石，沿岸 の sand 　dwellerで あ るス ヵ シ カシパ ン ウ ニ の

多産 か ち見 て，明 らか に paralicな 堆 積物 で あ っ て （森，

＊
以 前 に ，筆 者 〔1980 ｝は，こ れ を中琉球 弧南限断層 と仮称 した が ．水

　 路部 の 命名 に 従 っ て慶良間海裂 と呼ぶ ，

1978，琉球大学海洋学科卒論），坂井 ら （1978）が 上 方 粗粒

化堆積構造の 前提 と して 考 え た 四万 十 帯型 堆 積物で は な い ．

　
一方，宮 古 沖試錐 で は

， 夾 炭層 を含 む
st

上 部 夾 炭 層
”

の

下 に，層厚約 30m の 石 灰岩 をへ て，ふ たた び 夾炭層が 介在す

る．こ の 石 灰岩か らは 台湾西 岸に 発達す る公 館層よ り報告

さ れ た大 型 有孔 虫 の うち， Lepidocyclina　sondaica
，
　 L，

taiwanica，　 MiogyPsineガ漁 ≠6 を産出する （UJIE，　in　pre−

paration）．台 湾 西 岸 で は ， 公 館 層を夾 ん で 上 位 に 四脚 亭

夾 炭 層 ま た は 中部 夾 炭 層が が 認め ら れ て い る（CHANG ，1959 ）．

つ ま り，西 表 ・与 那 国島に 露 出す る 夾炭層は 四脚 亭爽 炭 層

に相 当す る もの で あ り，西表 島に お い て 八重 山層群をチ ャ

ネル 状に 切 っ て 堆 積する （松 田 ・松 岡 ，
1981

，
MS ）租 納 礫

岩中の 石 灰 岩 礫 は，現 在 は海底 下に ある 公 館層相当層に 由来

す る もの であ る と 考 え られ る．西 表 島の 同礫 岩 中の 石 灰 岩

より，公 館層原産の Lepidocyclina　 laiwanica 」〈）　MiogmPsima

ゴ蠍 如 が 報告 さ れ て 以 来 （HANZAWA ，1935 ），そ の 源 岩 が

謎 で あ っ た
。

　本論文で 強調 した い こ とは，以上の 大型 有孔虫 が示 す よ

うな前 期 中新 世 末 ま で は，
曜τ
500m 島棚

”
の 大部分 は 台湾西部

と一連の 堆 積盆 に あ っ て，八 重 山層群お よび 相当層の 重鉱

物組成か ら示 唆 さ れ て い る （小 原 ・松 本 ，1964 一西 表 島 ；

LIEw ＆ LIN
， エ974−一台 湾南東部 ；三 木，1982一宮古沖試

錐）よ うに
“
華東古 陸

”
の 陸 棚 下 に あ っ た 点 で あ る．八重 由

層群 の 下位 に くる宮良層 も礁性灰岩を主 と した 上部始新統

の paralic　sediments で ある（氏家・斎藤，1974）．しか し，台

湾西 部 では始 新 統 より下 部 中新 統 まで の 優 地 向斜堆 積 物 は 中

新世 に 激 し く慴曲変 形 してお り，そ の 西 側 に形 成 さ れ た劣

地 向斜 堆積 物 まで も初 期 更 新 世に 衝 上 断 層 を伴 う褶 曲 と変

形 を受 け て い る（Ho，1967）．一
方，南琉球弧 で は，そ う

し た 変 形 は 全 く認 め られ る こ と な く宮 良 層 さえ も南へ ゆ る

く傾 斜 す る の み で あ るこ した が っ て ， 八 重山層群 堆積後 お

そ ら く中期中新世 に，歯琉球弧は 台湾 との 間に 想定 さ れ る

右 ずれ 断層
纏

に よ っ て南 東 へ 張 り出す と共 に ，台 湾 と の 地

質構造 単 位 を別 に す る ように な っ た と考え られ る．最近 ，

Wu （1979）は琉 球 弧 よ ｝）台湾 を経 て フ ィ リ ピン に い た る地

帯 の 震央分 布 の 解析を試 み ，こ の 右ずれ 断層をフ ィ リピ ン

海 プ レ
ー

トの subduction 速 度 に，台 湾 ・琉球 弧 間 で 著 し い

差が あ っ た た め で あ る と し た．そ うした 立 脚点か ら当然，

“
　こ れは，慶 良 間 海裂 の す ぐ南 西側 の 島棚 を横切 る屈折波探 査 記録

　 （MURAUCHI 　et　al．，19．　6S｝上 の 3．5−4、0音 波速度層が ，北琉球 弧北

　 縁 を横断す る もの （LUDWIG 　 et　ai．．1973 ）に 比 べ て 変形して い な い

　 点か ら も支持 さ れ る ．
“”
　こ の 断 層 を Bashi　Lineamentの 北方 延 長 とみ な すな らば ，フ ィ リ

　 ピ ン を縦走す る リフ ト（GERVAS 【O，1973）との 相 互関係や，南 シ ナ

　 海盆 の 形成 史 との 関連が 問わ れ る こ と に な る．
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　 　 　 図 2　 図 1 作成 に 用 い た 音 波 探 査 記録 の 代表 例

縦 横 比 は 約27 ：1 ；音 波 往 復 速度 で 2 秒 ご と に 縦 の き ざみ を記入 ，
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Fig．2　Representative　seismic 　profiles．

　　　 Vertical　 scale 　graduated 　in　two　 seconds 　traveling　son 三c　 velocity 　each ，

その 形 成期 を若い 時期，鮮新世 末 と 考 え た ．地 質学 的根 拠

を用 い る必 要 が あ る．Wu は，硫 球 弧 と フ ィ リ ピ ン 海 の 構

造 運 動 を推 論 し た 同 じ地 球 物 理 畑 の KivalG（Q973）と 同！tR

に，琉 球 弧令 体 を一つ の 構 造 単元 と して 捕 え て い るが ，次

章 で述 べ る よ うに ，南琉 球 弧 は 以 北 の 琉 球 弧 と異 な る地質

構．造 を も っ て い る。

　 さて，Nttmmulites 等の 大 型 有孔 虫 の 多産 に よ り．L部始

新統 とされ る宮良層の offshore 堆 積 物 と して ， 小 西 と須

藤（1971）は沖 縄本島 と奄 美 大 島に お け る
“
四万．．1・帯

”
の 最外

側 に 発達 す る，そ れ ぞ れ嘉 陽 層 と 和 野 層 を考 え た．そ れ は

両 層 を構 成す る互 層中の psammitic　layerよ り Nummulites

を発 見 した （KONISHI　 ei　al．，1973；IsHIDA，1969）こ と に よ

る．種 の 正 確 な 同 定，ひ い て は 時代の 正 確 な判 定 が な され

て い な い こ とは さて お き，その 産状か らして，」＞hammulites
が 西方か ら運 ば れ た，お そ ら く rework さ れ た もの で あ る
．
町能 性 が 強 い ．つ まり，嘉 陽層や 和 野層 とい っ た 大 陸斜 面

堆 積物 （福 田 ほか ，1978 ： 青柳
・
井．．ヒ，1979）は後始 新統 で

あ る か もしれ な い ．そ こ で，堆積 環 境 か らみ て 前期 中新 Le

N 工工
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以 前 の 大 陸 斜 面 堆 積物，つ ま り沖縄本島の
“
四 万 十 帯

”
相 当

層を南琉球 弧 に求 め るな らば，よ り南西方に 潜在す る こ と

に なる．したが っ て，台 湾 弧 に 対 する よ うな 島弧 方 向 に お け る

ずれ は な い が ，南 琉 球 弧 は 沖縄本島 を含む 中琉 球 弧 に対 し

て，大き く南東へ 張 り出 した こ とに な る．その 間に 生 じた

左 ず れ 断 層が ，慶良 問海裂で あ ろ う．そ の 運動 は琉球層群

主部 堆積 後 まで 継 続 して お り， そ の 延 長方向 で は 沖縄舟盆

に お け る 南北 の 差（木村 ほ か ，1980）とな っ て い るか も知 れ

な い
。

　こ の よ うに，南琉 球 弧 全体 が，は じめ は 台 湾 弧 に 対 して

右 ず れ 断層 で 移動 し，後に 慶良問海裂 の 左 ずれ 断 層で 変 位

した とす る と，石 垣 島で 宮良層 と整 合一連 の 火 砕 岩質の 野 底

層の 古 磁 気 の 測定結果（笹嶋，1977），す な わ ち40度時 計 廻

の 回転も説明 で き るか も しれ な い ．

中琉球弧南端基盤内の 右 ずれ断層

　KONISHI （1963）が 西 南 日本外帯 に 発達 す る帯状 地 質構造

区分 を琉球 弧 に 延 長 す る試 み を発 表 して 以 来，多数 の 研 究

者が 琉 球 列島先新第三 系 基 盤 岩 類 の 地 質 調 査 と構 造 解 析 を

進 め て きた．西 南 日本弧 の 重 要な構造線 で ある仏像線 の 延

長に つ い て も，鹿島 な ど は 1971年 以 来 追 跡 を 続 け ，本 部

半島の 付け根 に 求め て い る．しか し，最 近，藤 出 （工980）は

そ の
tt

仏像 線
”
の 西 側 に ，東 側 に 発達す る 名護層群 と 類似 し

た岩相を有す る湧川 層 を認め ， さ らに 湧 川層に 西 接 して 本

部 半 島の 主部 を成 す 本 部層（藤 田 の 再定 義 ）が 巨 大 なペ ル ム

紀 石 灰 岩 の オ リス トス トU 一ム を含む メ ラ ン ジ ュ で あ るこ と を

明 らか に した．本 部 層の 他 の 岩相 か らは ジ ュ ラ紀 か ら三 畳

紀 に い た る コ ノ ドン トや 放 散 虫化 石 が 産出す る の で あ る．

西 南 日本 にお い て も，仏 像線ぱ
ヒ
秩 父 中 ・古生層

”
と四 万 十

帯 と の 境 界 を成す との 固定 観 念が 崩 れつ つ あ る 現 在 （平 ・

田代 ， 1980），沖縄本島 で も同様な結果が 生 じつ っ あ る．奄

美大島 で も問 題 とな っ て い る （遅 沢 ほ か，1979）．

　本部層の 西側 に は，三 畳紀 コ ノ ドン ト・ア ン モ ナ イ ト ・

二 枚 貝 を含 む 今帰 仁 層が ，西 方 に 緩 斜 して 分 布す る．しか

し，そ の 沖合 い の 伊 江 島 ・伊是名島 ・伊 平 屋島の チ ャ
ート

や 粘 板岩 よ り，筆者の 研 究 室 で卒 業 研 究 を進 め て い る 橋 本

義之 は，ペ ル ム 紀 か ら ジ ュラ 紀 に わ た る 放散 虫化 石 を 次 々

と見出して い る．明 らか に sed 三mentary 　m6 玉a   e と考 えられ

るもの か ら，む しろ tectonic　 m61ange と す べ き もの ま で 焜

在す る．図 1 で今帰仁 terrain と して
一

括 し た理 由 で あ る．

同 terrainの 南 限 と して は 渡 名喜島が 考 え ら れ る．

　 こ の ような メ ラ ン ジ ュ を主体 とす る基 盤 岩類 の 東 側 に あ

っ て ，本島北部 の 主 部 を成 す名護 層は 北 東一南 西 性 の
一般

走 向，北 西 に 傾 く見か け 傾 斜 をもち，多分 に 原 地性 の も の

と考えられ る．東惻の 嘉陽層 との 関係 や，北 西側 ほ ど変成

度 が 高 く変形 も著 しい こ と よ り，北 西 落 ち傾 斜 は 逆 転 な い

し等 斜 褶 曲 に よ る もの と思 わ れ る ，名護 層 は 本 島南部西方

沖合 い に 点 在す る慶良間 列島 も構 成 して い る （鹿 島 ・高嬌，

1978）．しか し，こ こ で は 黒 色 粘 板岩 ない し干枚 岩 ・砂岩・

緑 色岩 と 岩質は 同様 で あ るが
， 変形 の 程 度は 軽 く

， 南南 西

へ ゆ る く（一般 に 30度 以 下 ）傾 斜 して い る．図 3 は 本海 洋学

科 地 学 系学生 が 1979年 度進 級論 文 と して 踏 査 し た結 果 （渡

嘉 敷 島一一米 城 才文 ・
日 高和己 ：山 本聡指導，阿 嘉鷄

一
葭 谷

武 司 ；古 川博 恭 指 導，座 間 味 島
一

永 山正 ・百 崎満 ：木 村政

昭 指 導）と，屋 嘉比 お よび 久場島 の 概 査（大城，1977）の 一

部をプ ロ ッ トした もの で あ る．著 しい 構 造運 動 を受 け て い

な い 点 は，岩相が 島相互 で 走向方向に 良 く連 な るこ とに も

表われ て い る．

　 沖 縄 本 島北 部 か ら慶良 間に か け て の 名護層 の 屈 曲に つ い

て は鹿島 ・高橋 （1978）が 指 摘 して い る が，単 な る 屈曲で は

な く，そ の 間 に 右 ず れ 断 層 を設 定 しな け れ ば な らな い ．そ

の 断 層 を境 に 北 側 は東 方 へ 大 き く張 り出 し，よ っ て 褶曲 ・

逆 転 ・衝上 断 層 を生 じた が ，南 側 は ひ き ず F）に よ る 走 向 と，

お そ ら く傾 斜 の 若干 の 変化 をひ き起 した に す ぎな い ．そ し

て ，同 断 層の 位置 は 今 帰 仁 terrainの 南 端 に あ た る 渡 名喜

島の 南側，慶良問列島か ら北の 600m 凹地 にか け て の 東西

性 の 斜 面 沿 い を東 西 走 す る もの と思 われ る。ま た 形 成期 に

つ い て は ，西方延長上に あ る久 米島の 地 質 （中川 ・
村上 ，

1975 ）に 何 も影 響 も見 られ ない 点，ま た 東方延 長 Lで は，

島尻 層群 が そ の 南方に 良 く発 達 し ， 北 方 で は 陸 域 お よ び沿

岸 域 に 欠如 して い るた め に 考 え られ る 同層群堆積前の 基 盤

地 形 な どか ら，後 期 中新 世 の 前 〔島 尻層群堆 積 前）で あ り， ま

た 嘉 陽層が 名護 層に対 して 調 和 的 な地 質構造 をもつ 点 か ら，

同層 形 成後 と判 断 さ れ る．こ うな る と，前 章 で 示 唆 し た と

こ ろ の ， 台 湾弧 と南琉 球 弧 の 間に 想定 され る 右ずれ 断層の

形成 と時期 が 同 じか ，近 い こ とに な ろ う．

　 琉 球 弧 に 想定 さ れ た 帯状構造 を横断す る もの と して，

KONISHI（ユ963）の 提 唱 以 来， 宮
．
古凹 地 が 永 ら く考 え られ て

き た．そ して ，石 垣 島の 地 質 の 再検討が 白尾ほ か （1976＞に

よ っ て，また 西表 島の 本格 的 調査 が SAITO　 et　 a9．（1973 ＞

に よ っ て始 め ら れ て 以 来 の ，数 多 くの 研 究 成 果 に よ り，以

前（小 西
・
須藤，1971）に 考えられ て い た よ うに，沖縄本島

まで の 地 質構造 帯 は，これ らの 島 々 を含む 先島群 島まで ス ム

ーズに 追 跡 され な い こ とが 明 らか とな っ た ．（木崎 ，
1978 ）．木

崎 は 明 言は して い な い が ，こ の 構 造 的 ギ ャ ッ プ を宮 古 島 と

沖縄本 島 の 問，す な わ ち宮古 凹 地 に お い て い る ら しい ．筆

者 は，先 に （1980 ），宮古 凹地 の 原 定義 に お い て 位 置 が 明 示

され て い な い こ と，地 形 学 的規 定 が ない こ と，つ ま り，む
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 図 3 　慶 良 間列 島基 盤 の 地 質咯 図

A ：黒 色 千枚 岩，B ；砂 岩，　 C ：緑 色岩 と黒 色干枚 岩，　 D ：緑 色岩が ，そ れ ぞ れ 卓 越 する 岩 相．屋 嘉比 ・久場 両 島で は ，む し

ろ C相 に 属す る．

Fig．3　Geologlcal　 sketch 　 map 　 of 　the　I（erama 　 Island　basement．

　　　 （A）black　phyllite−，（B）sandstone −，（C）green 　rock − and 　phyllite
−，　and （D ）green 　rock

−dominant　facies．　Notice
　　　 on 　the　general　features　that　these　facies　 can 　be　traced　from　island　to　island　along 　the　srtike 　of　strata 　and

　　　 that　they 　are　 rather 　gently　dipping　 southwestwards ，

しろ 作業仮説 上の 概 念で ある こ とか ら， そ の 再 考慮を求 め

た こ とが あ る．今回 は 地 質構造 解釈 上 の 概 念 と し て も，宮
．
占凹 地 は，慶 良 間海 裂 断 層 と，相 反 す る 中琉 球 弧 南 端の 左

ずれ 断 層 を包含す る こ とに な る点 を指摘 し た い ．海底地 形

・
地 質や 陸 域 地 質 に 関 して 格 段 の 知 識が 集積 さ れ て い る現

在，宮古 凹地 は 責重 で は あ っ た が，過 去 の 踏 み石 とす べ き

段 階 に あ ろ う．

沖縄本島西方海域 に お け る傾 動 海丘

こ れ まで 述 べ て き た 累 帯構 造 の 内側 に，火 山 フ ロ ン トが

ひ か れ た （小 西，1965＞が ，た しか な 南限は 沖永良部 西方 の

沖縄 ・硫黄島ま で で あ る （松 本，1978）．最 近 ， 加 藤 （1980）

は 酋 表 島北 方 沖 10 〜20kmあ た りに
，

1924 年 に 多量の 軽石 を

噴 出 しだ 西 表 海底火 ［」1
”

を想 定 した が，上 記 火 山列 に属 す

る の か ，それ と岩石 化 学 的 に 異な る尖閣列 島黄 尾礁 に 属す

る の か は
， 未 だ 断定 して い ない ．八重 山群島 ・

尖閣列島 と

硫 黄 鳥 島 との 間に 走る 沖縄舟盆内 で は，そ の ほ ぼ 中央 を貫

く海 丘 が 認 め られ て い る （村 内ほ か ，1974；HONZA ， 1976）

が ，そ の
一

つ の ほぼ 頂上 よD ドレ ッ ジ して 得 ら れ た サ ン プ

ル に は，安 山 岩以 外に 石 英 斑 岩 ， ＊ts板 岩 ホ ル フ ェ ル ス
，
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　　、捗

凝灰 質 シ ル ト岩等 が 認め られ た （HONZA ，1976）．久 米島や

粟国島の 基盤 をつ くる第三 紀 火山岩 な い し火碎岩 と同 質
・

同 時 代 の 可能 性 が あ る．

　沖 縄本島西 方 に あ っ て沖 縄 舟盆 に 落 ちこ む ま で の 聞 に は，

多数 の 海 斤 が あ る．た と えば ，図 1 に 示 し た 範 囲 内 で も，

加 藤 は か（1982）は 7 海 丘 ζ3堆 を認 め て お F）　， その 分 布の

南東 限 界 を火 山 フ ロ ン ト と し て い る．しか し，加 藤 らの 用

い た 反射 波探 査 記録 を再 検 討 す る と，図 ／に 示 した D 層が

そ の ま ま露 出 して い る もの と，B 層 に す らお お わ れ て い る

もの とに，こ れ ら 海丘 ・堆 は 2 分 され る．D 層が む きだ し

の 海 丘 ・堆 は，そ れ らが 黒 潮 の 主 流路 に あ た る た め ，著 し

く遅 い 堆 積 速 度 下，あ る い は 無 堆 積 下 に お か れ た ま まの 第

三 紀 火 山岩 な い し火碎岩の 残丘 と も考 え ら れ る．

　
一

方，B 層 で お お わ れ る海丘 ・堆 の うち，粟 国 島，鳥 島，

琉 球曽根，紐是名堆を形成す る もの は，それ ぞれ 測線 OW

6，0K 　16，0K 　13，0W21 で 例 示 され て い る よ う1こ傾動 し

て い る．す な わ ち，沖縄舟盆 測 に D 層を露 出した 急崖 （断

層線崖）を もつ の に 対 し，反対
．
側 は 北 西 方向 に 薄 化 する 堆

積構造 を示 す B 層 で お お わ れ て い る．しば しば 約1600m の

比 高 をもつ 北西 側 急崖 は，その 足下 に A 層で 厚 く埋 積 さ れ

た 小 海 盆 を もつ の も共通 した 特 徴 で あ る．筆 者 らは，1982

年 8 月に 実施した 琉球大学海洋学科 の 乗船実 習 （長崎大学 ・

長 崎 丸 に よ る ）に 際 して ，鳥 島傾 動 地 塊 の 北 西 崖か ら，粟

国 ・久米両島の 基盤 を成す第三 紀 火碎岩 と酷似 した 岩 片を

採 取 した．つ ま り，現 世 火 山 フ ロ ン トの 硫 黄 鳥 島以 南 に お

け る延長 は 未 だ確認で きな い の であ る．

　 さて ，それ ぞれ 測線 OK19 と OKI3 で，図 2上 で 例 示 さ

れ て い る鳥 島 と琉 球 曽根 の 両 傾 動 地 塊 は 注 目に 値す る ．図

Z で は縦横 比 が 27 ： ／ と，傾動が 誇 張 され て い るが ， 南東

斜 面 をおお うB 層の 下 底 と上 面 の 傾 斜 は そ れ ぞれ，鳥島地

塊 で 約4 ．6度 と2 ．7度，琉 球 曽根 地 塊 で 約 2．6度 と1．5度 で あ

る ．こ の 角度 は，KIMURA 　 et　al．〔1979）が 推 論 して い る よ

うな沖 縄舟 盆 の 展 開 と， それ に伴 うtension　faultで は 説 明

で きない ほ ど で あ る．や は り，こ う した沖縄舟盆 の 形 成 に

は，同時 に 琉球 海 溝下 へ の 大 洋 底 （フ ィ リ ピ ン 海 プ レ ート）

の subduction を伴 い
， そ の 応 力 が こ う した傾 動 地 塊 の 形

成 に 関与 した と見 るべ きか もしれぬ ．た だ し，琉球層群 堆

積 後 完新 世 に い た る まで ，
フ ィ リ ピ ン 海 プ レ ートの 沈み 込

み に よワ，琉 球海溝側 ほ ど 隆起 量が 多い とい う琉球 弧 全体

の 傾 動 運 動 が 示 唆 され て い る （KONISHI　 et　aL，1970；木 庭，

ユ980）．
一

見 相 反 す る両 者 の 傾 動 運 動 の 統
一

的 解釈 は，琉

球 海 溝 と沖縄舟盆 に 関す る こ れ まで に 併 せ て 考 え られ る こ

と の なか っ た形 成史を追 求 す る 鍵 とな ろ う．

む す び

　沖 縄 本 島西 方 海域 に おけ る 多数 の 音 波 探 査 記 録 の 予 察 的

解析 と，最近 明 らか に されつ つ あ る琉球列島の 地 質に 関す

る 成 果 の 一部 を展望 し，合わ せ 考 察 した ．そ の 結 果 は 次 の

3 点 に 要約 され よ う．

　l！ い わ ゆ る 宮古 凹 地 を 地 形 的 に よ り適 確 に 代表 す る 慶

良 聞 海 裂 は 大 規模 な左 ず れ断 層 で形 成 され た ．そ の 南西 に

伸び る 南琉球 弧 は 上 部 始 新統 ・宮 良 層 と 下 部 中新 統 ・八重

山層群 の 堆積 時 まで paralicな 環 境下 に あ っ た．その 後，

同一
の 堆 積 区 に あ っ た 台 湾西部 か ら，台 湾 ・南琉 球 弧 間 に

想 定 さ れ る右 ずれ 断層 に よ っ て 著 し い 変 形 な し に 南 東方 へ

張 り出して 行 っ た．南琉 球 弧 の 北 限 を限 る慶良 問海裂 を 形

成 す る左 ずれ 断 層 の 方 は，琉 球 層群 を
．
切 っ て い るの で，よ

り遅 くまで 活動 して い た．こ の 活 動 期 の 差 な い し
，

い ずれ

が 南琉球弧 の 時計廻 り転回 を生 じた と思 わ れ る．

　2） 沖縄 本 島及 び 曲方 諸島の 先 新 第三 系 基 盤 の 再 検 討 の

結 果，慶良問列島北縁沿い に 東西 に 走 る右ずれ 断層が 島尻

層群堆積前 に 生 じた と 考え られ る、宮古 凹 地 は 原義 で は
，

基 盤帯状 構造の 上か ら右ずれ と考 え ら れ て い た が，慶良聞

海 裂 が 左 ず れ 断 層 を示 す こ との 矛 盾は，か くして 解 決 さ れ よ

う。

　 3） 海 底 地 形 上 か ら，しば しば沖 縄 舟 盆 よ り南 東側 に 設

定 さ れ る こ と の あ っ た 火 山 フ ロ ン トは，沖縄本部西方海 域 の

海 底 地 質に 関 す る限 り，そ の 根 拠 とな っ た 海 丘 は 第三 紀な

い し第四 紀初期の 火 山岩 及 び 火砕 岩 よ り成 る の で 否定的 と

な っ た．また ，そ れ ら海 丘 の 一部 は南 東 に 著 し く傾 く傾動

地 塊 を成 し
．
，沖縄舟 盆 拡 大形 成 に 伴 う断層に よ っ て の み 生

じた とは云 い 難 い ．
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